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【 U R L 】

広報・講演会部
8名
東京都千代田区神田駿河台4-4-5 
駿河台スピックビル4階
03-5289-4888
https://www.hanamarugroup.jp/hanamaru/

企業情報

幼稚園児から小学生を対象に、全国170カ所、360教室以上を展開する「花ま
る学習会」。思考力、読書・作文を中心とした国語力、野外体験を3本柱として、
「メシが食える大人」「魅力的な人」を育てる学習塾である。「一般社団法人日本
ボッチャ協会」のゴールドトップパートナーになっている。

株式会社こうゆう 花まる学習会

体験会・講習会

障がい者と健常者が対等に競
える

スポーツとして
ボッチャの多様性と魅力を発信

同社は企業としてボッチャの普及を推進するのはもちろん、
社内でも積極的にボッチャを活用。レクリエーションとし
て実施したり、生徒の保護者を交えた親子ボッチャ大会
を開催したりしている。推進のきっかけは、高濱正伸代
表のご家族にあった。

「息子が重度の障がいをもっていて、私自身、スポーツな
んてとてもできないと思っていました。そんなある日、国

どんなハンディキャップも関係なく輝ける
スポーツがボッチャ

際大会でも審判をされている熱心な先生から、スポーツ
は子どもに自信をもたせるからと勧めてもらったんです。
特にボッチャは素晴らしいですよって。」（高濱代表）
その後、ボッチャの試合を目の当たりにして高濱代表が
驚いたのは、ボッチャがもつ多様性。年配の方や障がい
者が一緒に参加している大会を観戦した時、重度の障が
い者がランプ（勾配具）を使用して試合に勝っている姿を
見て、「障がい者と健常者が対等で戦える唯一のスポー
ツだと思った。」と当時の衝撃を振り返る。

「花まる学習会」教育理念として、教科に対する学習だけ
でなく人間力の育成を重視していることも特徴のひとつ。
ボッチャの魅力を生徒に伝えることは、教育面でも大き
な意味があると高濱代表は言う。
「現代は、障がいのある人に対してどう接するかが問われ
る多様性の時代です。以前は、障がいがあってもなくて
も同じだよ、優しくしましょうといったものでした。でも

ボッチャがもつ人間教育の側面は
社内教育にも活用できる

今はそのさらに一歩先にある、本当にフラットな関係、同
じ距離感になったときの接し方。心の壁がないというの
はそういうことですし、壁がない人は信頼されます。その
心を育むには経験を積むしかありません。であれば、お
すすめはボッチャ。障がいのある人との距離を縮めると
ともに、良い接し方を学ぶ、感じ取れる、自然とつかめる
スポーツがボッチャです。この人間教育の側面は、子ど
もに限らず、企業の社員教育にも価値をもたらします。」（高
濱代表）

「今後ますますボッチャを広めていくためには、ボールがもっ
と手頃な値段で手に入るようになることや、ボッチャがクー
ルなスポーツであるということを広めていくことが重要。」
と高濱代表。

たとえば、株式会社ワントゥーテン（1→10）が開発した
「CYBER BOCCIA（サイバーボッチャ）」がそのひとつだ

インクルージョンの面でもパラスポーツの
可能性は大きい

と言う。
※CYBER BOCCIAとは、パラスポーツである「ボッチャ」
のルールはそのままに、テクノロジーで体験できるもの。
「『CYBER BOCCIA』は大きな可能性を秘めています。
ひと昔前にダーツバーが流行ったように、ボッチャバーが
広まっていけば素晴らしいなと思っています。あとは漫
画やドラマなどで、ボッチャをテーマにした作品が生まれ
て人気が出ればいいなと。車いすの主人公が、健常者の
友人と一緒にボッチャで戦うことで絆を深めるみたいな。
そういう取り組みに賛同してくれるクリエイターの登場を
熱望しています。」（高濱代表）

「戦後とは違ってモノの有無で困る時代ではなくなりまし
た。これからは物質的な豊かさよりも、人間性の幅など
心の豊かさが評価される時代になるでしょう。このこと
は企業に関しても同様。世の中のために、本気でインク
ルーシブなことに取り組んでいる会社であるかどうかが
判断され、支持されるようになるでしょう。その意味で、
ボッチャには非常に可能性があると思います。」（高濱代表）

子どもたちにより広まるよう、安価なボールを開発中
高濱代表

ボッチャに取組む様子

「配慮」ではなく本当に対等な勝負ができるボッ
チャは、弊社の「どんな子も受け入れる」という方
針とリンクする部分も多く、大きな可能性を感じ
ています。これからは、パラスポーツは見るもの
ではなく「一緒に楽しむもの」として広まっていく
ように、インクルーシブなスポーツ、ボッチャを今
後も応援し続けます。

協賛

今後の取組について


